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昨
年
大
流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
沈
静
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
注
意
が
必
要

で
す
。
市
で
は
、
今
年
度
に
限

り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対

10月１日開始

インフルエンザ
新臨時接種
インフルエンザ
新臨時接種
インフルエンザ
新臨時接種

す
る
新
臨
時
接
種
を
応
急
的
に
実

施
し
ま
す
。
接
種
希
望
の
方
は
早

め
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
今
季
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
昨
年

流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
混

合
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　
妊
娠
し
て
い
る
方
向
け
の
ワ
ク

チ
ン
も
あ
り
ま
す
の
で
各
医
療
機

関
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

　
接
種
費
用
は
、
原
則
自
己
負
担

で
す
。

日
２
０
１
１
年
３
月
　
日
ま
で

３１

場
市
内
の
指
定
医
療
機
関

※
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７

２
４
・
５
６
５
６
）
へ
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。

接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

　
生
活
保
護
受
給
世
帯
・
中
国
残

留
邦
人
等
の
支
援
受
給
者
・
非
課

税
世
帯
の
方
は
接
種
費
用
が
無
料

で
す
。
必
ず
市
内
の
指
定
医
療
機

関
で
接
種
し
て
下
さ
い
。
生
活
保

護
世
帯
の
方
は
生
活
保
護
受
給
証

明
書
、
非
課
税
世
帯
の
方
は
家
族

の
中
で
生
計
を
担
っ
て
い
る
方
の

平
成
　
年
度
非
課
税
証
明
書
等
を

２２

医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し

て
下
さ
い
。

※
市
内
に
住
民
登
録
が
有

り
、
市
外
の
指
定
介
護
老
人

福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健

施
設
、
指
定
介
護
療
養
型
医

療
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

の
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

（
２
２
０
０
円
を
上
限
と
し

て
１
人
１
回
の
み
。
生
活
保

護
受
給
者
等
の
方
は
４
４
０

０
円
）。
事
前
の
申
請
が
必

要
で
す
の
で
健
康
課
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。

接種回数・費用　※市内一律です。
費　用回　数年　齢
３６００円１回目

２回

※１～４週間
の間隔で実施

１３歳未満

１回目と同一
医療機関で接
種　２５５０円

２回目
１回目と別の
医療機関で接
種　３６００円
３６００円１回１３歳以上６５歳未満
２２００円１回６５歳以上（注）

（注）　６０歳以上６５歳未満で心臓・腎臓・呼吸器の機能障がい、
ヒト免疫機能障がいにより、日常生活がほとんど不可能な程
度の障がいを有する方を含みます
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　市では「愛着を持って住み続けられる住宅都
市」を目指し、市民や専門家、市内の関係団体
の皆さんとともに「これから１０年の住宅計画」
の検討を進めています。

問住宅課辺辺７０９・０５７９、返７０９・０５８６

パブリック
コメント
概　要

皆さんのご意見をお寄せ下さい

　公民館で作品の時代背景などを学ん
だ後、解説付きで作品を鑑賞します。
日・場１０月３０日（土）午前１０時３０分～
正午＝まちだ中央公民館、午後１時３０
分～２時３０分＝国際版画美術館（解散）
定３０人（申し込み順）
費国際版画美術館の入館料
申１０月２８日までに電話でまちだ中央公
民館（辺辺７２８・００７１）へ。
※１０月２７日～３０日にまちだ中央公民館
ミニギャラリーで、関連展示会を開催
します。

国
際
版
画
美
術
館
企
画
展

国
際
版
画
美
術
館
企
画
展

救
い
の
ほ
と
け

―
観
音
と

　
地
蔵
の
美
術
―

重
要
文
化
財「
聖
観
音
立
像
」

（
株
）よ
み
う
り
ラ
ン
ド
所
蔵

　
観
音
菩
薩
と
地
蔵
菩
薩
は
、
現
世
や
地
獄
の
苦
し
み
か
ら
人
々
を
救

っ
て
く
れ
る
存
在
と
し
て
厚
く
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
展
で
は
、

そ
の
姿
を
あ
ら
わ
し
た
木
版
画
、
そ
れ
ら
の
版
画
を
内
部
の
空
間
に
納

め
た
仏
像
、
仏
画
や
絵
巻
物
な
ど
、
重
要
文
化
財
　
点
を
含
む
平
安
～

１５

江
戸
時
代
の
約
１
２
０
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

会
期
　
月
９
日
（
土
）
～
　
月
　

１０

１１

２３

日
（
祝
）

開
館
時
間
火
～
金
曜
日
＝
午
前
　１０

時
～
午
後
５
時
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
＝
午
前
　
時
～
午
後
５
時
　

１０

３０

分
（
入
館
は
閉
館
　
分
前
ま
で
）

３０

※
月
曜
日
休
館
（
　
月
　
日
は
開

１０

１１

館
、
翌
　
日
は
閉
館
）

１２

観
覧
料
一
般
１
０
０
０
円
、
高
校

・
大
学
生
７
０
０
円
、　
歳
以
上

６５

５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
展
覧
会
初
日
と
　
月
３
日
は
無

１１

料
で
す
。

 【
各
種
講
演
会
】

　
各
講
演
会
と
も
同
館
講
堂
で
行

い
ま
す
。
直
接
会
場
へ
お
い
で
下

さ
い
。

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

①
日
本
古
代
の
観
音
と
地
蔵

日
　
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１０

１７

３
時
　
分
３０

講
青
山
学
院
大
学
教
授
・
浅
井
和

春
氏 関

連

催

関

連

催

事事

②
仏
像
と
版
画
の
意
外
な
関
係

日
　
月
３
日
（
祝
）
午
後
２
時
～

１１
４
時

講
東
京
大
学
史
料
 編
  纂
 所
助
教
・

へ
ん
 さ
ん

藤
原
重
雄
氏
、
同
館
学
芸
員

③
地
獄
に
ほ
と
け

日
　
月
６
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１１
３
時

講
共
立
女
子
大
学
准
教
授
・
山
本

聡
美
氏

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
】

　
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

①
館
長
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ト
ー
ク

日
　
月
　
日
（
日
）

１０

２４

②
学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
　
月
　
日
（
日
）、　
日
（
土
）、

１０

１０

１６

　
日
（
日
）、　
月
　
日
（
日
）、

３１

１１

１４

　
日
（
日
）

２１※
①
②
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

１
時
間
程
度

【
講
演
＋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
観
覧
券
を
お
持
ち
の
う
え
、
直

接
同
館
講
堂
へ
お
い
で
下
さ
い
。

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

日
　
月
　
日
（
木
）
午
後
２
時
～

１０

２８

３
時

内
 冥
  界
 の
風
景
　
地
蔵
と
十
王
～

め
い
 か
い

八
王
子
の
寺
に
伝
わ
る
地
獄
絵
よ

り講
金
剛
院
仏
教
文
化
研
究
所
主
任

研
究
員
・
小
島
裕
子
氏

【
学
芸
員
の
ス
ラ
イ
ド
・
レ
ク
チ

ャ
ー
】

　
直
接
同
館
講
堂
へ
お
い
で
下
さ

い
。

日
　
月
　
日
（
祝
）、　
月
７
日

１０

１１

１１

（
日
）、
各
日
と
も
午
後
２
時
か
ら

１
時
間
程
度

【
美
術
館
で
語
り
あ
お
う
～
ト
ー

ク
フ
リ
ー
デ
ー
】

日
展
覧
会
初
日
を
除
く
水
・
土
曜

日 【
地
中
海
か
ら
の
風
～
ス
ゴ
ン
ザ

ッ
ク
銅
版
画
集
　
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ

ス
『
農
事
詩
』
に
よ
せ
て
】

日
　
月
　
日
（
祝
）
ま
で

１２

２３

問
国
際
版
画
美
術
館
辺辺
７
２
６
・

２
７
７
１
、
返
７
２
６
・
２
８
４

０
同
時
開
催（
常
設
展
示
室

同
時
開
催（
常
設
展
示
室
））

重要文化財「地蔵菩薩立像印仏」
国立歴史民俗博物館所蔵

観音・地蔵が
人々に与えたパワーとは…
観音・地蔵が
人々に与えたパワーとは…

★公民館の関連企画★
講演＆見学会

ご意見の提出方法について
 
１０月１日(金)～２９日(金)

 
　計画（案）の詳細は、町田市ホームページに掲載す
るほか、以下の窓口で概要の閲覧及び配布を行ってい
ます。
・住宅課（市役所中町第３庁舎１階）、市民相談室（市役
所本庁舎１階）、市政情報やまびこ（市役所中町分庁
舎１階）、市民協働推進課（町田市民フォーラム３階）

・各市民センター、木曽山崎・玉川学園文化の各セン
ター

・各市立図書館、市民文学館

 
①郵送　配布資料に添付されている専用封筒（料金受

― 募 集 期 間 ― 

―資料の閲覧及び配布―

― 提 出 方 法 ― 

取人払郵便）を利用するか、住宅課（〒１９４-００２１、
中町１－４－２）へ
②ファクシミリ　返７０９・０５８６
③電子メール　mcity610@city.machida.tokyo.jp
④窓口への提出　住宅課（市役所中町第三庁舎１階）
ほか左記資料配布窓口へ

 
・書式は自由ですが、住所・氏名・連絡先・件名を明
記して下さい。
・ご意見への個別の回答は行いません。
・電話、窓口での口頭によるご意見はお受けできませ
ん。
・公序良俗に反するもの、特定の団体・個人等に対す
る誹謗中傷が含まれるものは無効とします。
・寄せられたご意見の概要及び市の考え方は、個人情
報を除き、１１月下旬に公表します。

－ 注 意 事 項 － 

町田市住宅
マスタープラン改定（案）

町田市住宅マスタープラン改定（案）の概要
計画の位置づけと計画期間
　急速な高齢者の増加や、市内にある多くの団地の老
朽化といった課題に対応しつつ、住宅都市として蓄積
してきた既成の都市基盤のさらなる有効活用を図りま
す。計画期間は２０１１年～２０２０年とし、適宜状況の変化
に応じて見直しを行います。

取り組みの考え方
○国・東京都・町田市それぞれの役割に応じて、住宅
環境の整備を図ります。

○中・長期的な取り組みと、当面の課題解決の取り組
みについて明確にします。

○市民・事業者・行政の協働により計画実現を目指し
ます。

町田市の住宅政策展開の基本的な考え方
基本理念
『愛着を持って住み続けられる住まいと住環境の実現』
　“都市的利便性の高さ”と“ゆとり・うるおい”を最
大限生かし、ライフステージに応じた住まいの選択を
可能にし、住み続けられる住宅都市を目指します。
　
基本姿勢
　「住宅の量の確保」から「質の向上」へ方針を転換
し、『住み続けられること』・『ライフステージに応じた

住み替え』を可能にするために、住宅資産を長く維持
していくことを基本姿勢とします。

施策の目標
　「持続可能な住宅市街地のマネジメント」の実現
　市民と事業者、行政が持続的に取り組む『仕組み』
を構築します。
Ⅰ住まいの選択を可能にする良質な住宅の確保【良質
な住宅ストック】
Ⅱ少子・高齢社会への対応【福祉施策との連携】
Ⅲ安全・安心な暮らしを支える住まいづくり【防災・
防犯性に優れた住まい】
Ⅳ緑豊かで暮らしやすい住環境の形成【緑豊かで利便
性の高い住環境の誘導】

公的住宅の主要な取り組み
○市営住宅の長寿命化・バリアフリー化
○公的住宅のセーフティネット機能を推進
○大規模団地の計画的再編に関する方針を、市民・事
業者と共に策定

計画の推進・管理
　市民・事業者・ＮＰＯとの協働で取り組み、定期的
に進捗状況を評価する指標を定め、計画の進行管理を
進めます。計画の実現のため、法整備や財政支援など
を国・東京都に積極的に働きかけ、事業者に対して提
案・要請を行います。

問健康課辺辺７２５・５４２２返７２５・５１９８


